
①調査概要 ②実施方針・フロー

④スキームの概要

【分野】グリーン社会の実現

グリーンインフラに関する官⺠連携の包括管理・運営サービス（導入検討先自治体︓東京都杉並区）
【実施主体】 株式会社 建設技術研究所

令和７年度 ⺠間提案型官⺠連携モデリング事業 【調査テーマ】 3⁻①新技術の活用
3⁻②官と⺠の共働

【杉並区の⼈⼝・⾯積・⽴地】
・⼈⼝約58万⼈
・⾯積34.06㎢
・東京23区の⻄部に位置
【みどり、自然の現状】
・緑被率約2割、神⽥川流域
（神⽥川、善福寺川、妙正寺川）
【区内団体】
・認証NPO法⼈数︓302
・認定特例認定NPO法⼈数︓8
・区登録環境団体︓24 
・区⽴公園に係るボランティア団体︓180ほか

③自治体概要

◆解決したい課題
・宅地が⼤部分を占める杉並区でGIを推進するためには、区⺠の主体的な関わりや協働が必要です。
・区⺠が必要な情報を得ようとした場合、GIは関連情報が多岐に亘るため、すぐに入手できない課題があります。
・杉並区が問い合わせを受けた場合、⼈員不⾜や公平性の観点から迅速・的確な回答ができない課題もあります。

◆調査の目的・内容
・⼀元的な情報基盤整備（場づくり）の仕組みや、官⺠連携の橋渡し役となる中間⽀援組織づくりを検討します。

◆スキーム概要（下図参照）
・扱う情報は様々であるため、それぞれの扱いに慣れた団体に整備を担当してもらうことが肝要となります。
・また認証制度や中間⽀援組織の運営は、地域に密着した団体による対応が即時性などの観点から有利となります。
⇒建設技術研究所を主体とし、各種情報管理や地域に精通した団体からなるコンソーシアムにて遂⾏します。

◆期待される効果
・区⺠が必要な情報を容易に入手・活⽤することができ、区⺠同⼠で課題を共有し、協働することが期待できます。
・中間⽀援組織の⽴ち上げにより、GIの問合せに対して、迅速、かつ的確に回答する仕組みづくりが期待できます。

□

※2025年6月現在

※2025年3月現在


